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概要報告書 

注） 上記の報告書は、助成対象団体が作成した報告書です。（公財）日工組社会安全財団では、
記載された事業の内容等に関するお問合せには対応できませんのでご了承ください。 

  

事業種別 広域安全事業 

団 体 名 九州・沖縄犯罪被害者連絡会（みどりの風） 

事 業 名 九州・沖縄犯罪被害者連絡会 宿泊交流会 

     九州・沖縄地域の犯罪被害者の交流をより活発にし、被害者問題を多く

の方に知っていただきたいとの思いから、第３回目になる宿泊交流会を、９月

２０日に鹿児島市のホテルタイセイアネックスにて催した。前回、前々回は福

岡市にて行ってきたが、今回は南九州の方々にも参加しやすいように鹿児島

での開催とした。沖縄からも含め４０名の参加（被害者・支援者・行政等）があ

った。初めて知りあうもの、顔なじみになったもの同士、互いの近況を報告しあ

い、心強い交感が出来た。事件により亡くなられた方のご冥福をお祈りした

後、講演では佐賀県の北方事件の遺族から、未解決に終わった連続殺人事

件の体験が語られた。被害者支援の考え方が浸透していなかった当時の苦

悩は大きく、事件後も長期に及ぶ被害の深刻さも打ち明けられたが、家族で

乗り越えてきた強さは会場にも伝わり、参加者には大きな励みとなった。弁護

士による相談があり、夜遅くまでの語り合いで、宿泊した３０名もゆっくりとした

交流が出来た。 

    今回の開催により、鹿児島、宮崎の行政等の関係者にも会の活動をアピー

ル出来、各機関の報道により新たな参加や問い合わせを頂いた。事件当時、

子どもだった被害者同士が知り合う機会ともなり、新たな交流が生まれて行く

様子はみどりの風の会自体にとってもたいへんさわやかな希望となっている。 

  

 


